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音楽大学×医科大学
ふたつの力を社会に！

今こそ

お申し込みや
アクセス方法は
こちらから

名古屋開催

東京音楽大学
×

藤田医科大学

コラボ
レーション・セミナー  Vol.14

申し込み制｜ 参加無料

●中目黒・代官山キャンパス（学校法人本部）
〒153-8622
東京都目黒区上目黒1-9-1
TEL.03-6455-2769
https://www.tokyo-ondai.ac.jp

●池袋キャンパス
〒171-8540
東京都豊島区南池袋3-4-5

藤田医科大学

【セミナーのお問い合わせ】 学校法人藤田学園 広報部

Mail：kouhou@fujita-hu.ac.jp  TEL.0562-93-9974

〒470-1192  愛知県豊明市沓掛町田楽ケ窪1番地98
TEL.0562-93-2000（代表）　https://www.fujita-hu.ac.jp

会場
アクセス

Halle Runde
〒466-0044 名古屋市昭和区桜山町1-21
名古屋駅からは、名古屋市営地下鉄桜通線をご利用ください。
▶名古屋市営地下鉄桜通線・鶴舞線「御器所駅」3番出口から南へ
▶名古屋市営地下鉄桜通線「桜山駅」1番出口から北へ
　それぞれ徒歩10分程度
金山駅からは、名古屋市営バスをご利用ください。
▶名古屋市営バス 金山7番バス乗り場
　（金山11、金山12、金山16）「桜山」下車
ホールへお越しの方の駐車場の利用はお断りしております。
公共交通機関をご利用ください。

10月12日（日） 東京音楽大学 TCMホール場 所コラボレーション・セミナー  Vol.15次回

第1部 Specialトークセッション

登壇者

東京音楽大学
指揮専攻教授

広上 淳一
東京音楽大学指揮専攻教授。社会では指揮者として働いて
いる。そんな人。岩田充永教授を医療者として、なによりも
人として心から敬愛し、その想いを公言してはばからない。
特に岩田教授の音楽に対する「愛情」には深く共鳴。今回
の協定をきっかけに、音楽家として、そして医療者として、
互いに「社会に貢献できることはなにか?」について語りあ
い、この崩れゆく社会で実践することを心から楽しみにし
ている。

藤田医科大学 医学部 救急医学・総合内科学教授
藤田医科大学病院 副院長

岩田 充永
学生時代にチェロと指揮に夢中になる。かつては医師を
志す道から外れそうになったことも。ベートーヴェンの交
響曲の楽譜を勉強した時に無駄な音がひとつもないこと
に感動する。ERには「輸血の量を正確に記録する人」「手
術室への移動時間を短縮するためにエレベーターの扉を
開けて待つ人」など、医療現場におけるチームワークとの
共通点があることを強く認識し、若き日のオーケストラ活
動を思い出しながら日々救急医として働いている。

指揮者と救急医が場末の居酒屋で酒を酌み交わし、音楽と医療を通じて社会に貢献する「情熱」を持ち続けようと誓い合ったことから始まった両大学の協定。
自然災害や世界情勢、環境問題など深刻な懸念が増えている昨今、音楽人、医療人、大学の教員は社会のため、未来のために何が出来るのか？

「珍」教授2人が、今回も率直に熱く深く語らいます。音楽と医療がクロスオーバーする前代未聞のトークセッション第5弾です。

第2部 東京音楽大学｜コンサート

弦楽四重奏
曲　目 A.ドヴォルザーク／弦楽四重奏曲 第12番「アメリカ」

出演者

ヴァイオリン 勝谷 真理奈 学部4年

ヴァイオリン 内田 月渚 学部4年

ヴィオラ 中林 桃子 学部3年

チェロ 山田 栞莉 学部4年

Marina Shoya

Runa Uchida

Momoko Nakabayashi

Shiori Yamada

広上教授と岩田教授の居酒屋対談・その5

開演13：00/開場12：15
［自由席］

Halle Runde
ハレ・ルンデ会場協力



藤田医科大学音楽のチカラを信じよう。

本学は、愛知県名古屋市に隣接する豊明市内に位置する、2大学院
3学部を有する医療系総合大学です。一つの医療施設としては国内
最多のベッド数（1,376床）を誇る大学病院をはじめ、4つの教育病院を
有します。世界レベルの高度先端医療を臨床へ繋げるべく全国に先駆けて
手術支援ロボット「ダビンチ」を導入。オペ数も日本トップクラスの実績を
誇り、様 な々手術支援ロボットの導入・普及、医学の発展に寄与しています。
また羽田イノベーションシティ内には「藤田医科大学東京 先端医療研究
センター」を開設。大学病院のエビデンスに基づいた健診システムの提供や、
再生医療、がんゲノム医療、不妊治療、先進リハビリテーション等の先端
医療を行っています。
昨年は救命率向上や広域医療支援のため愛知県2機目となるドクター
ヘリの配備、難治がん治療の充実を図る国内初「セラノスティクスセンター」
の開所や、全国医療系大学では初の文部科学省「橋渡し研究支援
機関」に認定されました。今年1月には、文部科学省・日本学術振興会
「地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS）にも採択される
など、社会貢献と共に日本の研究力を牽引するアカデミアとして日々邁進
しています。

今年創立118周年を迎えた東京音楽大学は、新しい時代の幕開けとして、
「中目黒・代官山キャンパス」を2019年4月に開校し、「池袋キャンパス」と
併せて、都内に2つのキャンパスをもつ都市型音楽大学として最高水準の
音楽学習環境を整備しています。教育面においては、声楽専攻、器楽専攻、
作曲指揮専攻、音楽文化教育専攻に加えて、2017年に日本の音楽大学
初となる音楽・教養・英語を融合した「ミュージック・リベラルアーツ専攻」、
2020年に吹奏楽のすべてを体系的に学べる「吹奏楽アカデミー専攻」、
2021年に新たに作曲「ミュージック・メディアコース」をスタート。さらに、
2024年度より、「音楽文化教育専攻」を大きく改編し、新専攻「ミュージック
ビジネス・テクノロジー（MBT）専攻）」を開設しました。
また、学部、大学院（修士課程、博士後期課程）のほかに、付属高等学校、
付属幼稚園、付属音楽教室に加えて、付属民族音楽研究所、付属図書
館も設置され、「付属オーケストラ・アカデミー」等の社会人を対象とした
コースも豊富で、生涯をとおした音楽の一貫教育が展開されています。これ
からも東京音楽大学は、さらなる挑戦・進化をし続けてまいります。


